
　

大
阪
府
立
大
学
は
、
２
０
１
２
年
に
領

域
横
断
的
な
学
び
を
展
開
す
る
た
め
、
学

域
・
学
類
制
を
導
入
し
た
（
＊
２
）。
ほ

と
ん
ど
の
学
類
で
１
年
次
は
幅
広
く
学

び
、
２
年
次
以
降
に
専
門
領
域
を
選
択
す

る
「
経
過
選
択
制
」
を
特
徴
に
し
て
い
る
。

　

現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域
環
境
シ
ス
テ
ム

学
類
で
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

追
究
し
、
現
代
の
様
々
な
環
境
問
題
に
対

応
す
る
た
め
、
自
然
・
社
会
・
人
間
の
３

領
域
を
学
び
、
多
面
的
な
手
法
で
課
題
解

決
力
を
育
ん
で
い
る
。

　

１
年
次
後
期
は
、
環
境
シ
ス
テ
ム
学
類

の
３
つ
の
課
程
（
環
境
共
生
科
学
、
社
会

共
生
科
学
、
人
間
環
境
科
学
）
の
概
論
を
、

＊1  有毒プランクトンを食べた貝が蓄える毒素。その毒を持った貝を食べると中毒症状を起こすため、市場に流通させないようにしなくてはいけない。
＊2  文理の枠にとらわれずに学べるよう、学部・学科の間にあった壁を取り除いて、従来の７学部を４学域に再編した。学域は、現代システム科学域・工学域・生命環境
科学域・地域保健学域がある。現代システム科学域は、知識情報システム学類・環境システム学類・マネジメント学類から成る。

領域横断的な課題解決能力を身につけ、
持続可能な社会の実現を目指す
大阪府立大学 現代システム科学域 環境システム学類

１
年
次
は
文
理
を
分
け
ず
広
く
学
び

２
年
次
以
降
に
専
門
領
域
を
選
択

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

現代システム科学域
環境システム学類
環境共生科学課程４年
橋本弦太
はしもと・げんた
大阪府・私立清教学園中・
高校卒業。海洋生物の研
究を志し、同学類に入学。

現代システム科学域
環境システム学類
環境共生科学課程４年
安達ひかる
あだち・ひかる
兵庫県・私立甲子園学院
高校卒業。街づくりに興味
があり同学類に入学。

フィールドワーク中心の
演習が２年次からスタートします

「環境システム学演習」では、様々なフィールドワークを経
験できます。「環境システム学演習Ⅱ」で多様な分野を体験し、
それを参考にゼミを選ぶことができます。（安達さん）

カキの生育と環境との関係について
現地調査しています
大阪・阪南市で、カキの生育とカキ養殖場の環境について調査。場所
と深さを変えて採水などを行い、水質や、カキの生育を妨げる貝毒（＊１）
の原因となるプランクトンの有無を調べています。（橋本さん）

景観調査を基に、
新しい広場を提案しました
街づくりの手法を学ぼうと「環境システム学演習Ⅲ」
を履修。大学の学生会館前の広場の景観を調査し、
新しい広場の案を発表しました。仲間の発表も聞く
ことができ、同じ場所でも様々な提案が可能である
ことが分かり、視野が広がりました。（安達さん）
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毎
回
異
な
る
教
員
が
担
当
す
る
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
の
授
業
で
学
び
、
領
域
横
断
的
な

視
点
を
身
に
つ
け
る
。
街
づ
く
り
に
興
味

が
あ
っ
て
入
学
し
た
４
年
生
の
安
達
ひ
か

る
さ
ん
は
、
同
授
業
を
履
修
し
、
学
び
た

い
分
野
が
見
え
て
き
た
と
い
う
。

　
「
集
落
に
接
し
た
緑
豊
か
な
森
の
残
る

里
山
の
景
観
を
守
る
た
め
に
は
、
様
々
な

学
問
を
学
ぶ
必
要
性
を
知
り
ま
し
た
。
例

え
ば
、
下
草
を
刈
ら
な
け
れ
ば
山
が
荒
れ
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
害
獣
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
里
山

の
生
態
系
を
理
解
す
る
に
は
、
農
作
物
の

知
識
に
加
え
、
動
物
の
知
識
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
街
中
の
美
し
い
景
観
設
計
の
た
め

に
は
、
デ
ザ
イ
ン
や
環
境
心
理
も
学
ぶ
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
」

　
　

　

２
〜
３
年
次
に
は
、「
環
境
シ
ス
テ
ム

学
演
習
Ⅰ
〜
Ⅳ
」
を
履
修
す
る
。
研
究
室

で
の
学
び
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
、
実

践
的
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
同
学
類
の
特
徴

的
な
科
目
だ
。
２
年
次
前
期
の
演
習
Ⅰ
を

履
修
後
に
専
門
課
程
を
選
択
、
３
年
次
前

期
の
演
習
Ⅲ
の
終
了
時
に
は
研
究
室
を
決

定
す
る
。
そ
し
て
、
３
年
次
後
期
の
演
習

Ⅳ
を
終
え
る
頃
に
は
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ

が
決
め
ら
れ
る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
「
２
年
次
の
演
習
科
目
を
通
し
て
、
１

年
次
に
興
味
を
持
っ
た
景
観
の
設
計
に
つ

い
て
深
く
学
び
た
い
と
思
い
、
環
境
共
生

科
学
課
程
に
進
み
ま
し
た
」（
安
達
さ
ん
）

　

演
習
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
が
中
心
で
、
課
題
解
決
能
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

る
。
４
年
生
の
橋
本
弦げ

ん

太た

さ
ん
は
、
演
習

Ⅲ
で
大
阪
・
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
の
街

の
利
用
状
況
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　
「
駅
前
近
く
で
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い

公
園
が
あ
り
、
教
科
書
を
読
ん
で
予
想
し

た
こ
と
と
異
な
る
点
も
多
く
、
実
際
に
行

か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と

実
感
し
ま
し
た
」（
橋
本
さ
ん
）

　
「
私
が
履
修
し
た
演
習
Ⅲ
で
は
、
大
学

内
の
広
場
を
調
査
し
、
新
た
な
広
場
を
提

案
す
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
調
査
結
果

を
基
に
広
場
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
め
、
具

体
的
に
景
観
を
設
計
し
ま
し
た
。
景
観
の

美
し
さ
に
加
え
、
デ
ー
タ
を
基
に
広
場
の

使
い
や
す
さ
や
実
現
可
能
性
を
考
慮
す
る

重
要
性
を
学
び
ま
し
た
」（
安
達
さ
ん
）

　

ど
の
演
習
も
複
数
の
テ
ー
マ
が
あ
り
、

学
生
が
希
望
の
も
の
を
履
修
で
き
る
が
、

演
習
Ⅲ
は
社
会
科
学
と
自
然
科
学
両
方
の

テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。

　
「
自
然
科
学
系
の
海
洋
生
物
の
研
究
が

で
き
る
こ
の
学
類
に
入
学
し
ま
し
た
が
、

社
会
科
学
系
の
演
習
に
も
参
加
し
、
専
門

科
目
の
社
会
学
も
履
修
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
社
会
貢
献
す
る
に
は
、
地
域
社
会
へ

の
理
解
や
地
域
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
こ
と
も
大
切
だ
と
学
び
、
視
野
が
広
が

り
ま
し
た
」（
橋
本
さ
ん
）

　　　

４
年
次
か
ら
、
橋
本
さ
ん
は
、
海
洋
環

境
学
研
究
室
に
所
属
し
、
貝
毒
の
原
因
と

な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
増
加
を
、
海

藻
の
ア
マ
モ
で
抑
制
で
き
な
い
か
研
究
し

て
い
る
。

　
「
研
究
に
没
頭
す
る
と
、
社
会
に
お
け

る
自
分
の
研
究
の
意
義
を
見
失
い
が
ち
な

の
で
、
常
に
社
会
貢
献
の
点
を
意
識
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
演
習
で
鍛

え
ら
れ
た
視
点
で
す
。
卒
業
後
は
、
大
学

院
に
進
学
し
、
研
究
を
続
け
る
予
定
で
す
」

　
安
達
さ
ん
は
、大
阪
・
中
之
島
に
シ
ン
ボ

ル
ツ
リ
ー
が
植
樹
さ
れ
た
経
緯
や
周
辺
に

与
え
る
効
果
に
つ
い
て
研
究
予
定
だ
。

　
「
将
来
は
、
大
学
で
の
学
び
を
生
か
し

て
、
街
づ
く
り
や
良
好
な
景
観
づ
く
り
に

総
合
的
に
か
か
わ
れ
る
公
務
員
を
目
指
し

て
い
ま
す
」（
安
達
さ
ん
）

　

本
学
類
の
大
き
な
特
徴
は
、
自
然
・
社
会
・

人
間
に
か
か
わ
る
領
域
を
横
断
的
に
学
べ
る

こ
と
で
す
。
気
候
変
動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
の
環
境
問
題
は
、
１
つ
の
領
域
の
知
見

だ
け
で
は
、
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
自
然
・
社

会
・
人
間
に
か
か
わ
る
様
々
な
学
問
を
融
合

さ
せ
、
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
課
題
解
決

へ
と
導
く
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
２
年
次
か
ら
課
題
解
決
型
の

演
習
を
ス
タ
ー
ト
し
、
徹
底
的
に
課
題
解
決

能
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
中
で
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
学
外
で
、
学
生
自
身
に

課
題
解
決
の
手
法
を
模
索
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。
誰
に
協
力
し
て
も
ら
う
べ
き
か
、
ど

の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
ら
よ
い
か
、
実
際
に

動
く
中
で
、
課
題
解
決
に
は
何
が
必
要
な
の

か
を
考
え
、
足
り
な
い
知
識
・
技
能
を
大
学

で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

入
学
時
に
は
、
目
標
が
明
確
に
決
ま
っ
て

い
な
か
っ
た
学
生
が
、
４
年
間
で
自
ら
の
道

を
開
拓
し
て
い
く
姿
を
見
て
い
る
と
、
と
て

も
た
く
ま
し
く
思
い
ま
す
。
環
境
に
興
味
の

あ
る
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
ゆ
っ
く
り
進
路
を

考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
学
生
に
ぜ
ひ
来
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

広
い
視
点
を
持
ち
、
専
門
的
な

課
題
解
決
が
で
き
る
人
材
に

大

の

い

学

思
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学
域

環
境
シ
ス
テ
ム
学
類

准
教
授

黒
田
桂
菜

く
ろ
だ
・
か
な

２
年
次
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

中
心
の
演
習
科
目
が
開
始

３
領
域
を
広
く
学
ん
だ
か
ら
こ
そ

深
い
卒
業
研
究
が
可
能
に

 June 201949

0-01-J-21457-000 2019 年度VIEW21高校版 6月号 48頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
05/30
下村

念
校
06/07
下村

再
念
校
06/11
下村 − −/−

− − −/−
−0-01-J-21457-000 2019 年度VIEW21高校版 6月号 49頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校
05/30
下村

念
校
06/07
下村

再
念
校
06/11
下村 − −/−

− − −/−
−

P48-49_view21koukou-6g.indd   49 2019/06/11   10:06




